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１．経緯 

実験利用棟耐震改修工事（壁増打）において、増打を実施するため、当該部の階段

及び天井等を撤去したところ、階段踊場部分に階段受梁があることが判明した。 

 

 

図-1.2 実験利用棟 1階（ZA）平面図 

 

２．設工認への影響について 

 当該部は耐震壁の増打補強で有り、受梁があるものの、補強に影響は無く、添付計

算書への影響もない。 

 ただし、図-2.1.34において一部図面が変更となるが、注書きを適用し、現場合わせ

にて対応することとしたい。 


